
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
着
服
が
よ
み
と
れ
る
o

そ
し
て
、

こ
の
二
部
が
総
論
だ
o

と
こ
ろ
で
、

こ
の
よ
う
左
「
地
域
区
分
」
の
根
底
は
な
に
か
o
ほ
か
で
も
左

川、

「
変
容
」
で
あ
る
。
変
容
の
激
し
い
の
は
「
周
辺
」
で
あ
り
、

伝
統
が
残

さ
れ
、

し
か
も
変
容
し
つ
つ
あ
る
の
が
「
外
縁
」
で
る
る
口
こ
の
「
区
分
」
に
よ
る

と
、
地
域
の
性
格
は
依
然
は
っ
き
り
し
て
く
る
で
は
左
い
か
。
各
論
文
の
内
容

を
読
ま
な
く
て
も
、

日
次
を
み
た
だ
け
で
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
o

頭
の
い
い
ゆ
え
ん
で
あ
り
、

変
容
の
本
で
あ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
o

一
部
、
二
部
が
総
論
だ
と
す
れ
ば
、

三
部
以
下
は
各
論
の
形
だ
が
、

も
と
よ

り
こ
れ
は
地
誌
で
は
な
い

o
当
然
の
と
と
な
が
ら
、

各
論
文
は
個
々
に
脈
絡
左

く
書
か
れ
て
い
る
o

し
た
が
っ
て
、

こ
れ
を
ど
う
配
列
す
る
か
は
、

編
集
者
。

頭
を
悩
ま
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

部
を
設
定
し
て
、

各
部
の
な
か
の
願
序
は
、

地
誌
で
左
い
以
上
、

ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
見

た
自
に
仕
上
り
は
ス
マ
ー
ト
に
で
き
て

w
る
o

こ
う
し
て
、

編
者
は
最
後
に
ま

た
、
も
う
ひ
と
つ
頭
の
い
い
と
こ
ろ
を
み
ぜ
た
o

さ
ら

K
、
締
め
く
く
り
が
い
い

O

B

5
判
の
大
型
で
、

一
一
ヱ
ハ
二
ペ
ー
ジ
、

手
の
上
質
紙
と
品
の
い
い
ク
ロ
ス
張

D
の
表
紙

K
金
文
字
の
題
字
を
一
沈
ま
せ
た

豪
華
、

ぜ
い
た
く
左
装
績
は
、

気
口
問
と
風
格
を
も
た
せ
て
、

さ
す
が
。

発
行

日
本
大
学
文
理
学
部
地
理
学
教
室
、

発
売
元

古
今
書
院
、

B

5
判

8
ポ

2
段
紐

一
六
二
ペ
ー
ジ

定
価
四
五

O
O円
。

(
山
口
恵
一
郎
)

高

重

進
著

古

代

・

中

世

の

耕

地

と

村

落

本
警
は
、

著
者
が
広
島
大
学
文
学
部

K
提
出
さ
れ
た
学
位
論
文
で
あ
り
、

和
二
十
九
年
の
処
女
論
文

K
は
じ
ま
る
既
発
表
論
文
十
二
編
に
、
未
発
表
の
近

作
二
編
を
加
え
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
歴
史
地
理
学
は
も
と
よ
り
、

史
学
の
分
野
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
来
た
著
者
。
主
要
論
文
が
、
新
た

に
再
編
・
体
系
化
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
意
義
は
大
き
く
、

歴
史
地
理
学
に
関
心

を
有
す
る
者
に
と
っ
て
、

か
ね
て
よ
り
待
望
久
し
か
っ
た
書
で
あ
る
。

さ
て
、

本
書
は
「
古
代
の
耕
地
と
村
落
」
と
題
さ
れ
た
「
前
編
」
と
、

中

世
の
耕
地
と
村
落
」
と
題
さ
れ
た
「
後
編
一
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。

第
一
章
の
「
古
代
の
耕
地
」
に
な
い
て
は
、

「
畿
内
・
中
間
地
域
」
で
は
自
由

-
園
地
・
宅
地
が
分
離
さ
れ
て
い
た
が
、

九
州
に
な
げ
る
蓋
の
検
討
か
ら
一
辺

境
地
域
」
で
は
圏
地
と
宅
地
は
分
離
し
て
い
左
か
っ
た
と
推
定
す
る
o

ま
た
、

建
国
・
圏
地
も
「
実
体
は
自
由
」
で
あ
っ
た
と
結
論
し
、

田
口
問
が
一
坪
単
位
に

活
し
て
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
一
節
を
割
い
て
い
る
。

第
二
章
で
は
「
条
里
地
域
に
な
け
る
古
代
村
落
の
成
立
と
そ
の
変
遷
」
が
テ

1
7
と
左
h
y
、

「
繍
一
戸
↓
里
の
成
立
↓
条
里

K
よ
る
耕
地
の
整
備
↓
郷
域
の
確

1 7 

定
」
と
い
う
，
プ
ロ
セ
ス
が
推
定
さ
れ
る
o

こ
こ
で
は
「
郷
一
戸
実
体
説
」
が
支
持

さ
れ
、

そ
の
崩
壊
と
郷
里
制
成
立
と
の
対
応
が
想
定
さ
れ
る
c

さ
ら
に
讃
岐
国

厚

多
度
郡
に
鳴
し
て
郷
域
の
復
原
も
試
み
ら
れ
、

論
を
進
め
て
五

O
一
戸
(
郷
戸
)

と
回
一
九
五
町
、

宅
地
一

O
町、

薗
地
四
五
町
か
ら
成
る
塁
(
郷
)

の
規
模
が

推
定
さ
れ
て
い
る
。

第
三
章
は
、

「
初
期
荘
圏
村
落
」
と
題
さ
れ
た
「
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領

国」

1
F
二
阿
波
国
東
大
寺
領
新
島
度
」
の
現
池
比
定
を
中
心
に
据
え
た
事
例
研

究
で
あ

J

る
o

第
四
章
「
中
世
の
耕
地
」
で
は
自
由
の
「
存
在
形
態
」
が
検
討
さ
れ
、

戸
田
芳

昭

実
説
批
判
の
形
で
展
開
さ
れ
た
「
か
た
あ
ら
し
」

H

「
二
園
制
一
否
定
論
が
収

め
ら
れ
て
凶
る
o

さ
ら
に
、
濯
獄
を
め
ぐ
る
「
善
通
寺
領
回
」
あ
る
い
は
満
漫

歴

池
の
研
究
か
ら
、

溜
池
築
造
一
の
目
的
が
濯
湧
条
件
の
改
善
児
あ
っ
た
こ
と
左
と



従
来
の
究
明
が
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
論
及
し
て
い
る
o

第
五
章
、

「
中
世
k
h
g
け
る
村
の
成
立
と
村
落
」

κ拾
い
て
は
、

「
伊
予
国

弓
削
島
・
備
中
国
服
部
郷
・
備
後
国
大
田
庄
・
安
芸
国
三
田
郷
・
薩
摩
国
鳥
丸

村
・
大
隅
国
平
松
村
」
な
ど
の
事
例
に
よ
っ
て
、

「
古
代
村
落
の
郷
か
ら
近
世

村

K
至
る
過
程
」
の
解
明
が
も
く
ろ
ま
れ
て
い
る
。
島
唄
の
「
弓
削
島
」
で
は
、

「
郷
戸
制
下
」
の
有
力
郷
戸
が
全
郷
域

κ散
在
す
る
名
田
を
所
有
す
る
「
過
大

名
」
に
成
長
し
、

そ
の
存
在
が
「
近
世
村
」
形
成
へ
の
動
き
を
遅
ら
せ
た
と
結

論
す
る
。
平
野
部
の
「
服
部
郷
」
で
も
、
名
・
土
豪
の
土
地
所
有
や
動
向

K
注

視
し
つ

L

そ
の
「
構
造
」
を
検
討
し
、

ζ

の
郷
を
も
古
代
か
ら
ひ
き
つ
が
れ
平

世
K
も
生
き
て
い
る
」

「
遺
制
郷
」
の
典
型
と
し
て
い
る
o

さ
ら

κ、
「
大
田

庄
」
で
は
条
皇
呼
称
・
村
落
呼
称
左
ど
を
検
討
し
、

が
「
二
次
郷
」

K
、
さ
ら

K
そ
れ
が
「
近
世
村
」
へ
と
変
容
す
る
こ
と
、

ご
次
郷
」
の
下
の
「
村
」

そ
の

過
程
が
「
過
大
名
」
の
崩
壊
と
「
中
規
模
名
」
の
拾
頭
と
か
ら
ま
る
と
と
を
推

定
す
る
o

ζ

の
パ
タ
ー
ン
は
図
式
化
さ
れ
て
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
、

「
三
田
郷
」

は
小
規
模
左
多
数
の
村

K
分
れ
た
例
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

K
展
開
さ
れ
た
①
古
代
と
中
世
の
②
耕
地
と
村
落
、

あ
る
い
は
③

そ
の
変
還
を
め
ぐ
る
本
書
の
価
値
は
、
@
古
代
郷
か
ら
近
世
村
へ
の
「
分
裂
縮

小
化
」
と
い
う
視
点
、
窃
畠
の
分
析
や
二
閏
制
の
存
在
否
定
論
、
。
弘
福
寺
領

回
図
の
現
地
比
定
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
事
例
研
究
、

な
ど
が
既
に
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
o

ま
た
「
序
説
」
と
「
結
語
」

に
よ
っ
て
目
的
と
視
点
、

主
要
論
点
が
整
理
・
要
約
さ
れ
て
な
り
、

各
節
毎

K

も
類
似
の
整
理
が
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
よ
う

K
、
本
書
の
す
ぐ
れ
た
内
容
と

構
成
は
枚
挙

K
い
と
ま
が
念
い
程
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
同
時

K
、
評
者

K
と
っ
て
不
親
切
に
感
じ
る
点
が
多
か
っ
た
こ
と

も
ま
た
事
実
で
あ
る
o

例
え
ば
、
論
文
集
的
構
成
の
た
め
か
と
も
思
え
る
が
、

「
過
大
名
」
、

一「

二
次
郷
」
な
ど
の
著
者
の
用
語
が
必
ず
し
も
初
出
の
部

分
で
定
義
・
説
明
が
な
か
っ
た
り
、

「
葛
野
郡
斑
回
図
」
左
ど
向
一
史
料

K
つ

い
て
の
年
代
評
価
左
ど
の
記
述
が
、

引
用
の
た
び

K
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
た

り
す
る
o

タ
イ
ト
ル
・
本
文
・
図
表

K
誤
植
が
散
見
す
る
こ
と
も
実
に
な
し
ま

れ
る
点
で
あ
る
o

さ
ら

κ、
論
託
が
必
ず
し
も
完
壁
で
左
い
点
や
荒
削
り
の
部

ひ
と
り
著
者
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
後
に
続

分
も
自
に
つ
く
が
、

こ
れ
ら
は
、

く
者
も
ま
た
、

原
論
文
発
表
時
以
後
の
成
果
を
も
ふ
ま
え
て
研
究
対
象
と
す
べ

き
こ
と
が
ら
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、

本
書
が
す
ぐ
れ
た
学
術
書
で
あ
る
と
と
は
動
く
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
大
き
な
特
徴
は
「
耕
地
や
村
落
を
制
度
な
よ
び
社
会
経
済
的
背
景

k
h
g
い

て
解
明
し
よ
う
と
し
た
」
と
す
る
著
者
の
姿
勢

K
あ
る
o
④
常
に
歴
史
的
視
点

- lRー

と
地
理
的
視
点
の
結
合
、

制
度
と
の
関
連
が
意
識
さ
れ
て
い
る
ζ

と
、
@
郷
と

「
過
大
名
」
と
「
中
規
模
名
」
が
考
え
ら
れ
、
さ

村
の
背
景

K
郷
戸
と
一
房
戸
、

ら

K
「
畿
内
・
中
間
地
域
」
と
「
辺
境
地
域
」
が
対
且
息
さ
れ
て
い
る
と
と
、

θ

制
度
あ
る
い
は
推
定
結
果
か
ら
の
演
鐸
と
、
事
例
か
ら
制
度
へ
の
帰
納
あ
る
い

は
一
般
化
と
が
複
雑

K
織
り
な
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
論
述
で
あ
る
こ
と
左
ど
、

読
者

K
と
っ
て
極
め
て
魅
力
あ
る
本
で
あ
り
、

歴
史
地
理
学
に
な
け
る
大
き
な

成
果
で
あ
る
。

昭
和
五

O
年
一
一
一
月
一
一
一
一
日
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